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ムにおける満席率を算出したところ、J1 と J2 では満席率に有意差がみられること、平均入場者
数は多くはないが満席率の高いクラブ、逆に平均入場者数は多いが満席率の低いクラブが存在す
ることが分かった。満席率を従属変数とし影響要因を分析する上での課題として、1）ホームスタ





  This study was intended to calculate the occupancy rates at the home stadiums of 
soccer clubs in the J.　League and to identify challenges in investigating influencing 
factors using the occupancy rate as a dependent variable.　The calculations of the 
occupancy rates at the home stadiums revealed that there were significant differences 
in the occupancy rates between J1 and J2 clubs,and that some clubs attracted fewer 
spectators per game on average but the occupancy rates at their home stadiums were 
relatively high while others attracted more spectators per game on average but the 
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occupancy rates at their home stadiums were relatively low.The following four points 
were identified as possible challenges in analyzing influencing factors using the 
occupancy rate as a dependent variable:1) to pay heed to variations among clubs in the 
number of games held at the home stadium,2) to take into account the differences in 
the occupancy rates between J1 and J2 clubs,3) to note that games expected to attract 
many spectators may have been excluded from the analysis,　and 4) to note that a 
change in the stadium capacity following a reassignment of the home stadium may 
cause an apparent effect on the occupancy rate.
　1　はじめに
　
　J リーグにおいては 2007 年から 2010 年にかけて年間総入場者数 1,100 万人を達成することを
目標とするイレブンミリオンプロジェクトが実施され、J リーグディビジョン 1（以下 J1）で 70
％、J リーグディビジョン 2（以下 J2）で 50％の満席率という目標が掲げられた。また 2007 年
から 2008 年に清水エスパルスにおいては「超満員作戦」と名付けられた、スタジアムを満席に
することに主眼を置いた取り組みがなされた。このように入場者数を増やすこと、スタジアム



















から 2007 年に留まっている。また全試合を対象としているが、J リーグがホームタウン制を導
入し、地域密着を戦略としていることを重視すればホームスタジアムでの試合のみで満席率を算







　J2 が新設された 1999 年から 2012 年の 14 年間継続して J1 または J2 に所属していた 26 クラ










　データは J リーグ公式記録集（1999 ～ 2013）6 及び J リーグ公式ホームページ 7 に記載されて
いるデータを用いた。
①ホームスタジアム及び収容人数の把握
　ホームスタジアムは 2002 年 IFA ワールドカップ日韓共催に向けたスタジアムの新設等によっ
























　ホームスタジアムと収容人数の推移を表 1 に示す。26 クラブ中、仙台、浦和、川崎 F、湘南、
新潟、広島、福岡、鳥栖の 8 クラブにおいては収容人数に変更はなく、残り 18 クラブで変更が
みられた。また調査対象期間中に 2 つのスタジアムを同時にホームスタジアムに登録したことが
あるクラブは札幌、浦和、千葉、横浜 FM、新潟、名古屋、C 大阪、大分の 8 クラブであった。
37 スタジアムの調査対象期間中における平均収容人数は 29,351 人であった。
②ホームゲームにおけるホームスタジアム開催率
　ホームゲームにおけるホームスタジアムでの開催数とその開催率を表 2 に示す。1999 年から
2012 年までの 26 クラブの平均開催率は 88.8％であり、増加傾向にある。次にクラブ別にみてみ
ると、最もスタジアム開催率が高かったのは湘南で 99.5％、次いで福岡の 99.1％となっている。
逆に最もスタジアム開催率が低かったのは名古屋の 71.4％で、次いで大宮の 73.3％であった。
詳細にみていくと、2009 年の仙台は 1 月から 6 月にかけて改修工事が行われたためホームスタ
ジアム開催率が低くなっている。鹿島は 1999 年から 2000 年にかけて FIFA ワールドカップ
2002 に向けて改修工事を行ったため、ホームスタジアム開催率が低くなっている。浦和は 2001
年から 2004 年にかけてホームスタジアム登録ではない埼玉スタジアム 2002 の試合が多かったた
め、ホームスタジアム開催率が低くなっている。大宮においては 2005 年に J1 に昇格し、NACK5 
J リーグにおける集客に関する基礎的研究
スタジアム大宮が J1 リーグの基準を満たさなかったため開催率が低くなっている。また 2006 
年から 2007 年 10 月まではスタジアムの改修を行ったため、それぞれ 0%、11.8% となっている。
2000 年の F 東京は、味の素スタジアムをホームスタジアムとして登録していたが、同スタジア











がクラブによって異なること、また J1 と J2 では行われた試合数が異なることから単純に比較
できないため、平均入場者数を算出した。つまり平均入場者数とはホームスタジアムで開催され
た試合における 1 試合あたりの入場者数である。1999 年から 2012 年までにおける 26 クラブの年
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J リーグにおける集客に関する基礎的研究
間入場者数の平均は 210,816 人、平均入場者数の平均は 13,518 人、満席率の平均は 48.7％であっ
た。また対象期間中の満席率の平均が最も高かったのは浦和の 76.4％で、次いで仙台 74.4％
、磐田 73.8％であった。逆に最も低かったのは東京 V 22.6％で、次いで広島 25.6％、鳥栖 26.0
％であった。満席率上位 3 クラブはスタジアムの 4 分の 3 が埋まっているのに対し、下位 3 クラ
ブは 4 分の 3 が空いていることになる。いずれにしても J リーグのクラブ経営においては継続
してスタジアムに足を運んでもらう努力をしていかなければいけない段階にあることが明らかに
なった。
　J1 のクラブ数は 1999 年から 2004 年までが 16 クラブ、2005 年から 2012 年までが 18 クラブ
である。また J2 のクラブ数は 1999 年が 10 クラブ、2000 年が 11 クラブ、2001 年から 2005 年
までが 12 クラブ、2006 年から 2007 年が 13 クラブ、2008 年が 15 クラブ、2009 年が 18 クラブ、
2010 年が 19 クラブ、2011 年が 20 クラブ、2012 年が 22 クラブである。14 シーズン通して J1 
であったクラブは鹿島、横浜 FM、清水、磐田、名古屋、G 大阪の 6 クラブで、14 シーズンす
べて J2 であったクラブはなかった。J1 と J2 を経験しているクラブの満席率をみてみると、20 
クラブ中 18 クラブにおいて J1 での満席率の平均の方が J2 の満席率の平均より高く、J2 の満
席率の平均の方が高かったクラブは浦和と千葉であった。ただし浦和の J2 は 1 シーズン（2000 
年）のみのデータである。クラブが J1 だった場合と J2 だった場合で差があるかどうかを検討
するために、20 クラブの満席率の平均について t 検定を行った。その結果、J1 の満席率の平均
は J2 の満席率の平均に比べて有意に高い（t（19）＝ 7.30,p <.001）ということが明らかとなっ





並べてある。また 1 試合あたりの入場者数の平均と満席率の平均の散布図を図 1 に示す。浦和が
満席率の平均、年間入場者数の平均において 1 位であり、収容人数の多いスタジアムに多くの観
戦者が訪れているといえる。仙台、磐田、清水は 1 試合あたりの入場者数は 7 位、14 位、8 位と
多い方ではないが、満席率の平均では 2 位、3 位、4 位となっており、スタジアムを多くの観戦
者で埋めるという観点からは 26 クラブの中で成功しているクラブだといえる。近隣に収容人数
の多いスタジアムが存在し、試合でも使用されていることから、戦略的に収容人数の少ないスタ
ジアムを使用していると推察できる。F 東京、横浜 FM は 1 試合あたりの入場者数の平均が 3 



















　第 2 に J1 と J2 における満席率の差が挙げられる。J1 の満席率は J2 の満席率に比べて有意
に高かったことからそれぞれのクラブが年度ごとにどちらのディビジョンに属していたかを踏ま
えておく必要がある。J1、J2 というカテゴリーは満席率の影響要因とも考えられるが、前述の









　第 4 に 1999 年から 2012 年の間にホームスタジアムを変更し、収容人数が変更になったクラブ
が存在する。満席率はクラブ間の収容人数の違いを超えて分析できるというメリットがあるが、
同じクラブ内で収容人数が減った場合、入場者数が前年とそれほど変わらなくても満席率は大き
く上昇することになる。例えば神戸は 2003 年に収容人数 60,000 人の神戸総合運動公園ユニバー
記念競技場から収容人数 34,000 人のホームズスタジアム神戸にホームスタジアムを変更してい
る。2002 年の 1 試合あたりの平均入場者数は 11,067 人であり、2003 年の 1 試合当たりの平均入














て用いる際の課題を考察した。第 1 にホームスタジアムでの試合数の違いに注意すること。第 2
に J1 と J2 の満席率の差を考慮すべきこと。第 3 に多くの入場者が見込まれる試合は予め試合
会場が収容人数の多い会場に変更になっており、今回の分析の対象となっていないこと。第 4 に 
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